
 

 

  

校内研究は子供の学びや活動を豊かにする「栄養」です。       

開校する義務教育学校で行われる学習や諸活動が、子供たち

の学ぶ意欲を高めたり、自尊感情を育んだり、主体性を伸ば

したりすることができるよう、指導する教職員の資質・能力

をさらに高めることができる設計図を創り上げましょう！ 

義務教育学校開校に向けて 
研究推進WG 

別添３ 
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研究推進ＷＧにおける協議事項                      

１ 「学習系統表」について（別冊）                               

 

２ 「学習指導案」について                                   

 

第○学年○組 ○○学習指導案 

                                     指導者 ○○○○ 

１ 単元（題材）  

２ 本時の目標 

 （１） 

 （２） 

３ 本時の展開 

 学習活動・内容 形態 指導上の留意点 評価基準（観点） 

 

導 

入 

(  ) 

 

 

   

 

 

 

展 

開 

(  ) 

    

 

 

 

終 

末 

(  ) 

 

 

 

 

 

 

 ・振り返り 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

課題  

まとめ ・ 

    ・ 
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第○学年○組 ○○学習指導案 

                                    指導者 ○○ ○○ 

１ 単元（題材） □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

２ 本時の目標 

 （１）□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□することができる。 

 （２）□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ことができる。 

３ 本時の展開 

 学習活動・内容 形態 指導上の留意点 評価基準（観点） 

 

導 

入 

(5) 

１ □□□□□□□□する。 

（１） □□□□□□□する。 

（２） □□□□□を想起する。 

 

一斉 

 

・□□□□□□□するために□

□□□□の確認をする。 

・□□□□□する

ことができる。

（思） 

展 

開 

(35) 

２ □□□□□□□□□について 

 □□□□□□□□□する。 

（１）□□□□□□□□について 

 交流する。（視点１②） 

 ・□□□□□□□□□ 

（２）□□□□□□□□と□□□ 

 □□□を分類する。（視点２①） 

 

３ □□□□□□を□□□□□□ 

 □□□□と関連づける。 

 ・□□□□□□□□□ 

４ □□□□□について考える。 

 

（１）□□□□□□□□する。 

（２）□□□□□□□□について考

えをまとめる。 

５ 学習のまとめをする 

 

個人 

 

ペア 

 

 

グ ル

ープ 

 

個人 

 

 

一斉 

 

 

 

 

個人 

・□□□□□するために□□□

□□するよう助言する。 

 

 

 

・□□□□□□□□するために

□□の場を設定する。その

際、□□□□を助言する。 

・□□□□□□するために□□

□□□活動を設定する。 

 

・□□□□□するために□□□

□□するように促す。 

 

 

 

・児童（生徒）から言葉を引き

出して学習のまとめをする。 

 

 

 

 

・□□□□するこ

とができる。（知） 

 

 

 

 

・□□□□しよう

としている。（学） 

 

 

 

・□□□□するこ

とができる。（技） 

 

終 

末 

(10) 

６ 習熟問題に取り組む。 

 

７ 学びを振り返る（視点３③） 

個人 

 

個人 

・発展的な内容の問題に取り組

ませる。 

・□□□□□□□□するために

交流の場を設ける。 

 

 

課題 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□みよう 

まとめ ・□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

授業参観の視点３つを見取る場面を色分けで 
記述する。 
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校内研究の概要 

Ⅳ 研究仮説                                 

１ 研究主題に迫る学習指導場面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習指導場面を活かした指導過程                               

（１）砂川学園学習スタンダード 

（前略）本研究では、そうした経緯とこれまでの取組の成果と課題を踏まえつつ、主題達成に向けて

本校で目指す学習指導過程に基づく授業実践を推進し、その効果を検証する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

自ら問いを見いだし、解決策を模索して遂行する学習者の育成 

○解決すべき「課題」の把握 

○課題解決のために「どのよう

なこと（もの・方法）が必要

か考える 

○解決後に新たな「問い」を発

見する 

○学びの跡を「振り返る」 

 

○個人で思考する 

 ※思考ツールを使って 

 ※タブレット端末の活用 

 ※他者の考えを参考 

○教師と対話する 

○ペアで話し合う 

○グループで協議する 

 

 

○課題を解決する 

○解決の仕方を共有する 

 ※見方・考え方の共有 

○新たな「問い」を解決する 

 ※数値・言葉を変えて  

※汎用性を確かめる 

 ※問題になる場面を考える 
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Ⅶ 研究方法 

３ 具体的方法 

 （６）授業参観の視点を次の３点に明確化させる。 

   ア 視点１：自ら問いを見いだす活動 

         ①課題の質 

         ②見通しのもたせ方 

         ③「新たな問い」につながる手立て 

         ④振り返りの在り方 

イ 視点２：解決策を模索する活動 

      ①個人思考の進め方 

      ②協働的な学びの進め方 

      ③個人思考と協働的な学びの往還 

   ウ 視点３：遂行して解決する活動 

         ①課題解決のさせ方 

         ②見方・考え方の共有 

         ③新たな「問い」の解決過程 

 


